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現
在
の
場
外
離
着
陸
場

▼
消
防
署
南
分
署
消
防
屋
外
訓
練
場
（
稲
里

町
３
２
０
）

▼
荒
神
山
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
日
夏

町
４
７
６
９
）

▼
彦
根
市
立
病
院
屋
上（
八
坂
町
１
８
８
２
）

追
加
し
た
場
外
離
着
陸
場　

▼
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社

彦
根
工
場
彦
根
グ
ラ
ウ
ン
ド（
岡
町
33
）

▼
県
立
彦
根
総
合
運
動
場
陸
上
競
技
場
・
多

目
的
運
動
広
場
（
松
原
町
３
０
２
８
）

▼
鳥
居
本
公
園
多
目
的
広
場
（
鳥
居
本
町
１
１
６
５
）

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警
防
課
☎
22
‐
０
３
３
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22
‐
９
４
２
７
番

　最近、友人に「ブラジルのおいしい魚料理を紹
介してほしい」と言われて、少し困りました。
　まず、「おいしい」という言葉に戸惑いました。
それは、何が「おいしい」かは人によって違うか
らです。例えば、鮒

ふな

寿
ず

司
し

について聞いてみても、「す
ごくおいしいよ」と言う人もいれば、「二度と食べ
たいとは思わない」と言う人もいます。結局、ど
んな味なのかは聞き出せなく、「食べるしかない」
と思って恐る恐る一口食べたところ、私の好きな
味だったので「おいしい」と思ったのです。
　次に、「魚料理」ということで困りました。私の
実家がある南マットグロッソ州は海から離れてお
り肉牛の飼育が盛んなため、魚より牛肉料理が多

いところです。魚料理といっても川の魚が中心で、
海の魚が好きなその友人に紹介できるものはあり
ませんでした。
　でも、ちょっとエキゾチックな魚の料理が私の
生まれ故郷にはあります。それは、ピラニアのス
ープです。肉食魚なだけに、ピラニアを食べるこ
とはないと思われがちですが、焼き魚にすること
もできる魚です。
　スープの作り方も一般的で珍しくはありません。
うろこを取り、丸ごと１匹を、レモン、玉ねぎ、
ニンニク、イタリアンパセリ、塩、コショウと一
緒に炒め、ピーマン、トマト、水を混ぜ合わせた
中で、１時間ぐらい煮込みます。細かい骨が多い
ため煮込んだものをこす人もいれば、ミキサーに
かけてくだいてしまう人もいます。
　これは、ピラニアの産地（？）であるアマゾン
とパンタナール地方の料理です。
　「おいしい」かどうかは、現地にてお試しあれ。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

危険物取扱者試験（乙種第４類）の予備講習会
日時　４月22日㈰　9：00～ 17：00
場所　 消防本部 (西今町 )
定員 　72人 (先着順 ) 
受講料　5千円(テキスト代別・保安協会会員事
業所は3千円) 

申込期間 4月2日㈪～同20日㈮　8：30～
17：15（土・日曜日を除く）

申込・問い合わせ先　彦根防火保安協会事務
局　（ 消防本部予防課）

危険物取扱者試験
日時　５月20日㈰　14：00〜
場所　滋賀県立大学 (八坂町 )
願書受付期間　電子申請４月4日㈬～同13日
㈮、書面申請４月1日㈰～同10日㈫　

申込・問い合わせ先　書面申請の場合は、各
消防署で配布している願書に必要事項を
書いて、㈶消防試験研究センター滋賀県
支部 ( 〒 520-0806　大津市打出浜 2-1 コ
ラボしが 21 ４階 ) ☎ 077-525-2977、
FAX077-521-7904に郵送してください。

　

大
規
模
災
害
や
多
様
化
す
る
救

急
事
案
に
迅
速
な
対
応
を
可
能
に

す
る
た
め
、
滋
賀
県
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
場
外
離
着
陸
場
と
し
て

使
用
す
る
施
設
を
、
下
の
と
お
り

新
た
に
３
箇
所
追
加
し
ま
し
た
。

　

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、道
路
が
寸
断
さ
れ
、

消
防
車
両
や
緊
急
輸
送
車
両
の
到

着
が
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
場
外
離
着
陸

場
の
確
保
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
災
害
が
発
生
し
、防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
離
着
陸
場
と
し

て
使
用
す
る
場
合
、

近
隣
の
皆
さ
ん
や

施
設
の
利
用
者
に

は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
理

解
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

滋
賀
県
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
場
外
離
着

陸
場
を
追
加

　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

あ
る
日
の
午
後
、
電
話
が
あ
り
、
突
然
「
郵
便
は
届
い
た
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
何
の
こ

と
か
分
か
ら
な
い
の
で
聞
い
て
み
る
と
、
外
国
の
名
前
と
通
貨
の
両
替
の
こ
と
を
早
口
で
一

気
に
話
し
出
し
、「
有
利
だ
、
一
口
５
万
円
だ
、
一
口
で
も
買
わ
な
い
か
」
と
し
つ
こ
く
勧

め
ら
れ
た
。

　
「
ど
う
し
て
私
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
の
か
」
と
問
う
と
、「
厚
生
労
働
省
か
ら
聞
い
た
。

ち
ゃ
ん
と
手
続
き
を
踏
ん
で
い
る
」
と
答
え
た
。「
厚
生
労
働
省
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
は

ず
が
な
い
」
と
反
論
す
る
と
、「
と
に
か
く
、
郵
便
が
届
い
た
ら
電
話
を
す
る
よ
う
に
」
と
、

電
話
番
号
を
勝
手
に
言
っ
た
。「
郵
便
が
届
い
た
ら
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
持
っ
て
い
く
」

と
伝
え
る
と
、「
郵
便
を
家
ま
で
取
り
に
行
く
」
と
言
わ
れ
た
。

　

翌
日
、
私
の
名
前
が
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
た
差
出
人
の
無
い
郵
便
物
が
届
い
た
。
中
に
は

『
外
貨
両
替
お
取
引
の
ご
案
内
』
と
あ
る
カ
ラ
ー
刷
り
の
立
派
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
両
替
申

込
書
が
入
っ
て
い
た
。
そ
の
翌
日
、「
郵
便
は
届
い
た
か
」
と
、
ま
た
電
話
が
あ
っ
た
。「
ま

だ
届
い
て
な
い
」
と
答
え
る
と
、「
ま
た
電
話
を
す
る
」
と
言
っ
て
切
れ
た
。
不
審
な
電
話

だ
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
「
外
国
通
貨
を
買
っ
た
額
よ
り
高
価
で
買
い

取
る
」と
持
ち
か
け
る
手
口
で
す
。
勧
誘
時
に

は
、「
通
貨
を
買
う
事
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復

興
の
支
援
に
な
る
」「
資
源
豊
富
な
国
で
、
政

情
も
安
定
し
て
き
た
の
で
必
ず
価
格
が
上
が

る
」な
ど
と
い
う
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
手
口
で
実
際
に
買
い

取
り
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
は
１
件
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
通
貨
は
日
本
の

銀
行
で
は
取
り
扱
い
が
な
く
、国
内
で
日
本
円

に
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。

　

今
回
の
事
例
は
電
話
勧
誘
販
売
で
す
が
、相

手
事
業
者
が
実
在
す
る
企
業
な
の
か
、住
所
も

調
べ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
内
に
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

申
し
出
て
も
、
支
払
っ
た
相
手
が
実
在
し
、
返

金
で
き
る
資
金
力
が
な
け
れ
ば
、支
払
っ
た
代

金
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　

契
約
す
る
と
き
は
、「
誰
と
、
何
を
、
い
く

ら
で
」と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
契
約
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、き
っ
ぱ
り
断
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、支
払
う
前
に
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、「
誰
か

お
友
達
が
い
な
い
か
な
」「
安
心

し
て
子
ど
も
と
遊
ぶ
場
が
ほ
し

い
」「
不
安
や
悩
み
を
聞
い
て
ほ

し
い
な
」こ
ん
な
思
い
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
の
公
民
館
で
開
催
し
て

い
る
「
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
」
に
参

加
し
て
、遊
び
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

　

乳
幼
児
と
一
緒
に
保
護
者
や

祖
父
母
が
集
ま
り
、楽
し
く
話
す

る
中
で
、
友
達
を
作
り
、
子
育
て

情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え

ま
す
。

　

開
催
月
に
よ
り
、季
節
に
あ
う

製
作
や
遊
び
、絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど
が
で
き
ま
す
。

日
程
・
場
所　

下
表
の
と
お
り

※
５
月
〜
平
成
25
年
２
月
に
毎

月
１
回
開
催
。稲
枝
地
区
の
み

４
月
〜
平
成
25
年
３
月
に
開

催
。

時
間　

午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分

申
込　

不
要

費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
未

来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

３
６
４
６
番

公
民
館
に
あ
つ
ま
れ
！

  

わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば


